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【対象】大阪母子保健研究（コホート研究）のベースライン調査（2001 年 11 月～2003 年 3 月）に参










【結果】FA濃度 4 レベルでの比較において、アトピー性皮膚炎有病率との正の関連が示唆された（p 
for trend = 0.08）。FA濃度 2レベルでの比較では、高濃度曝露はアトピー性皮膚炎の高有病率と有
意な関連を示した（調整 OR = 2.25；95% CI、1.01-5.01）。一方、FA 曝露と喘息およびアレルギー
性鼻炎有病率の間には明らかな関連を認めなかった。 
【考察】FA 曝露とアトピー性皮膚炎に関する疫学研究は、検索した限り無い。過去の実験研究では、










 著者らは、大阪母子保健研究（コホート研究）に参加した妊婦 998 人（平均 30 歳）のベースライ
ンデータを用いて、FA 低濃度曝露とアレルギー疾患の関連を横断研究の手法により検討した。収集




18-27、28-46、≥47 ppb）および 2レベル（90 パーセンタイル値：≤46、≥47 ppb）に区分した。ロジ
スティクモデルにより多要因の影響を調整し、アレルギー疾患に対する FA 曝露のオッズ比（OR）お
よび 95%信頼区間（95%CI）を算出した。 
（1）FA 濃度 4レベルでの比較において、アトピー性皮膚炎有病率との正の関連が示唆された（trend 
p = 0.08）。FA濃度 2レベル間の比較において、高レベルではアトピー性皮膚炎の高有病率と有意な
関連を示した（調整 OR = 2.25；95% CI、1.01-5.01）。（2）FA 曝露と喘息およびアレルギー性鼻炎
有病率の間には明らかな関連を認めなかった。以上、「日本人妊婦において、FA曝露とアトピー性皮
膚炎有病率に正の関連あり」という結果を得た。 
 この所見については、過去の実験研究との整合性が認められ、病因論の観点からの説明が可能であ
る。また、過去の研究から考慮すべき多数の交絡要因の調整に加え、一般化の問題、横断研究の問題
点など、疫学理論の観点からも十分に考察されている。さらに、疫学手法により FA 低濃度曝露とア
トピー性皮膚炎有病率の関連を報告した研究は初めてであり、アレルギー疾患のリスク要因を探索す
るうえで、今後の新たな研究につながると考えられる。 
 以上により、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
 
